〔どちらが多産かで言い争う雌豚と雌犬〕

《さんたくろーす》

　いまは十二月。もうすぐクリスマスがやってきます。

　雪で白くなった、ある小さな村に、ヒロ君という小学生の男の子がいました。ヒロ君は、ごく普通の男の子です。最近夢中になっていることは、コンピュータ。明日から冬休みにはいる今日も、情報教室で友達とコンピュータのゲームをしてあそんでいます。

　（ヒロ）　「あぁ！またゲームオーバーだ。」

　（友A）　「おしかったね。最後の問題さえ間違わなかったら、次にすすめてたよ。」

　（友B）　「ヒロはあせりすぎだよ。もっと慎重に…」

　（友C）　「でも、Bは慎重すぎてタイムオーバーだよな。」
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はははは、とヒロ君たちは笑います。この小学校でも、勉強のためにコンピュータが導入され、生徒たちはコンピュータの基本的な操作方法を習いました。練習で使用したゲームソフトの体験が、彼らをとりこにしたのでした。

　（ヒロ）　「ほんとコンピュータっておもしろいよね。あーあ、ぼくの家にもあるといいのにな。そうしたら休みの日にだって好きなだけゲームができるし、インターネットなんかも、し放題だよ。」

　（友C）　「…実際はそうでもないと思うよ。実は、僕の家では、一昨日お父さんがコンピュータを買ってきたんだ。けど、“コンピュータはとても複雑だから”って、少ししかつかわせてくれないもの。」

　（みんな）「え！」

　（ヒロ）　「Cの家にはコンピュータがあるのっ？」

　（友B）　「インターネットもできる？」

　（友A）　「他にはどんなことができるの？…」

　その後もC君はいろんなことについてみんなからきかれ、まわりにいたほかの子からも、とりかこま

れました。C君はちょっと照れながら答えています。

（ヒロ）　（「C君いいなぁ。みんなから注目されてるし、コンピュータが使えるなんて。」）

ヒロ君は、そんなC君を見てうらやましく思い、そして、他のだれよりもコンピュータを使えるよう

になりたいとさらに強く思うようになりました。

この後、ヒロ君たちは、明日からの冬休みにウキウキしながらそれぞれの家に帰っていきました。自分の家に帰ってからヒロ君は、まだコンピュータを使いたくて落ち着きません。しかし、ヒロ君の家にはコンピュータはありません。

（ヒロ）　「あぁ、はやくインターネットしたいなぁ。みんなができないことをできるようになって、ぼくも

　　　　　　　みんなから注目されるんだ。でも、明日からは冬休みで、学校のコンピュータは使えないし。何かないかなぁ。………。そうだっ！近所のいとこのお兄ちゃんがコンピュータもってるんだった。ぼくに教えてくれるように頼んでみよう！」

　いとこのお兄ちゃんは、「いいよ。」といってくれました。いとこのお兄ちゃんは高校生で、しばらくは冬期講習があり、その時間にヒロ君がコンピュータを使うことを許してくれたのです。ヒロ君はいとこのお兄ちゃんから、ひとつだけ言われたことがありました。

　（お兄ちゃん）　「宿題を毎日することは前提だけど、いい？ヒロ君。インターネットは他の人も使うん

だよ。コミュニケーションだってとれるし、見えないだけで、画面の向こうに相手はい

るんだ。買い物だってできるよ。だから、インターネットを使う人は守らなくてはいけ

ないマナーがあるんだ。だから…これは、きちんと読んでおいてね。」
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といってお兄ちゃんは、ヒロ君に一冊の冊子を渡しました。表紙には、『インターネットのマナー　ネチケット』と書いてありました。ヒロ君は「わかった。」と返事をしました。が、ヒロ君は明日からコンピュータをつかわせてもらえることがうれしくて、気持ちが焦っています。家に帰ってから、冊子をパラパラとめくってみると、なんだか読むことが面倒になってしまいました。結局、ヒロ君は冊子を読まず、次の日からインターネットをはじめてしまったのです。

　（ヒロ）　「これが“掲示板”かぁ。ここのページから自由に書き込めるのか。コンピュータの使い方も慣れてきたしようし、ぼくもやってみよう。『ぼくは中学生です。…』へへっ。うそでもかけるもんねぇ。あっこのサイトでは、新しいゲームがのっているぞ。わあ、これほしかったやつだ。『買い物かごにいれる』？なんだろう。おしてみよう。…なになに？え！？『お買い上げありがとうございます』って？どういうこと？１０，０００円って…。」
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ヒロ君が押してしまったのは購入のボタンでした。ヒロ君はなんとweb上で買い物をしてしまったの

です。いとこのお兄ちゃんから渡されたネチケットの冊子には、きちんとコンピュータの買い物につい

て書いてありました。ヒロ君は、はやくしたいという気持ちから急ぎすぎて大変んなことをしてしまった

のです。しかも、掲示板にはうそをかきました。これもマナー違反です。しかし、ヒロ君は

　（ヒロ）　「まぁ、大丈夫だよね。」

と、すこし不安になりましたが、それが大変なことだとはおもいませんでした。そのまま、この日は家に
帰りました。

その日の夜、自分のベットで、寝る前にヒロ君はまたコンピュータについて考え事をしていました。

　（ヒロ）　（「明日はC君にメールをおくってみよう。そうだ。この冬休み中にホームページなんかもつくっちゃって、みんなをびっくりさせよう。そしたら、みんなのこともホームページにのせてあげようっと。あと…」）

　ヒロ君がしたいことをたくさん考えていると、閉まってるはずの窓のカーテンがゆれ、だれかが窓からはいってきました。ヒロ君はおどろきました。

　（ヒロ）　「…………だっ、だれ！？」

入ってきた人はだまっています。

　（人影）　「………。」

　　

ヒロ君はだんだん怖くなってきたのですが、あることに気づきました。

（ヒロ）　「…あっ！もしかしてサンタクロース！？あれ。でもクリスマスはまだ…」

すると男は答えました。

　（人影）　「……おしいね。私は…“三択ロース”！！」

　（ヒロ）　「三択…ろーす？サンタクロースではなくて？」

　（三択ロース）　「そう。三択ロースだ。」
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ヒロ君は、泥棒では」ないようなので、ひとまず安心しました。

　（ヒロ）　「サンタクロースのおじさんは何をしに僕のところにきたの？」

　（人影）　「もちろん君にプレゼントを渡しに来たんだよ。」

　（ヒロ）　「ほんとに！？」

　（三択ロース）　「YES。しかし君が私の問いに間違わずに答えられたらだけれどもね。」

　（ヒロ）　「問い…？いいよ。ぼくコンピュータの問題ゲーム、得意だから。本当に間違わなかったらプレゼントをくれるんだよねっ？」

　（三択ロース）　「ふふ。では問題。きみのほしいものは何かな？…」

　（ヒロ）　「コンピュータ！！ぼく、はやく自分のコンピュータでインターネットとかしたいんだ！簡単だよ。」

　（三択ロース）　「ははははは。残念だが、はずれだよ。」

　（ヒロ）　「！　どうしてはずれなの？だってぼくのほしいものは…」

　（三択ロース）「なぜなら私の名前が “三択ロース”だからだよ。ヒロ君はコンピュータがはやくほしいために、急ぎすぎて私の問題を最後まで聞かなかったんだよ。」

　（ヒロ）　「三択…。そっか！」

　（三択ロース）　「そうだよ。三択ロースの三択とは、三つの選択肢からひとつを選ぶということ。問題のつづきは、『１．最新型コンピュータ　２．最新作のゲームソフト　３．最高級ロースハム　　　のどれでしょう。』だったのだよ。」

　（ヒロ）　「そうだったんだ。正しい答えは『１』だったんだね。ぼくはやくコンピュータがほしくて。まちがえちゃったんだ。」

（三択ロース）　「きみはコンピュータがほしいといったね。コンピュータは便利で、いろんな機能がついている。買い物もできるし、だれかとコミュニケーションもできるね。ゲームだってダウンロードできる。しかし、どれにも使い方や約束事があるんだ。さっきのように決まりを知らないで、はやく希望どおりにしたいからといって、その決まりをやぶってしまってはとても危険なのだ。このことをつたえにきたのだよ。」

（ヒロ）　「決まり事。そうか。今日の買い物って…。」
（三択ロース）　「そうだね。いとこのお兄ちゃんが渡してくれた冊子を読むべきだったんだ。はやさより完璧さが大切なんだよ。明日は、してしまったことをいとこのお兄ちゃんと、きみのおとうさん・おかあさんにきちんと話すんだよ。」

　（ヒロ）　「うん。わかった。これからはきちんと決まりを知ってから行動します。…でもさっきの問題、三択なんて難しい言葉わからないよ。」

　（三択ロース）「そう。コンピュータを使うようになったら　もっとたくさんの難しい言葉もでてくるんだ。『知らなかった』ではすまないんだ。コンピュータについても知っていかないとね。」

（ヒロ）　「！」
三択ロースはやさしくほほえみました。

　（ヒロ）　「三択ロースさん。ありがとう。ぼく、大変なことをしようとしていたんだね。明日みんなにも謝ります。」
（三択ロース）　「気づいてくれて嬉しいよ。じゃぁ、また。あっ、そうそう。ちなみに君への問題の答

えは『３』なんだよ。なにせ、三択“ロース”だからね。」
　（ヒロ）「………。」

次の日。ヒロ君は正直に昨日のことを話し、お小遣いで払うことにしました。正直に誤ったこと

で、いとこのお兄ちゃんにも許してもらうことができました。そして、自分の短所にも気がつき、ヒロ

君は画面の向こうの人を思いやることもできるようにもなりました。後日ヒロ君は、クリスマスに、本

当のサンタクロースからプレゼントをもらい、学校でも正しいネチケットを友達に教えてあげている

そうです。
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